
ギャラリー

　

バングラデシュ 平和をつむぐノクシカタ刺繍展 12/14(木)～19(火)
10時~6時 最終日3時

自然災害の脅威、生活困窮…様々な苦難の中、バングラデシュの女性たちが一針一針平和をつむぎます。
鳥、魚、象などの動物や植物をモチーフに、地模様までも全面刺子した作品は、どれもオリジナルの一点物。
フェアトレード・ロシュンは伝統のノクシカタ刺繍を通してバングラデシュの女性の自立支援を行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風見靖子　絹の衣展＋水彩　12/21(木)～26(火) 11時~6時　最終日5時

今回の発表、マフラー、ストール、服地(展示のみ)を織るにあたり、
いくつかの牧場に羊を訪ねた八重畑さん。
同じ品種でも育つ環境や食べるもので毛の質の違いを感じ、一頭の羊でも
肩と脚とではずいぶんと差があることを体感しました。
素材としての羊毛を選ぶところから始められるホームスパン。
やわらかさだったり、しなやかさだったり、心地良い触感だけでなく、
チクチクしたり、ゴワゴワしたり、そんな野性味を感じられるものも含めた
画一的でないホームスパン。
あなたも触れて、巻いて…感じてください。

楽風企画

羊布　八重畑佐和子展　【紡・織】

11/16(木)～21(火) 10時~7時 最終日5時

松澤説子　ほっこり手織り展　11/9(木)～14(火)　11時~5時　最終日4時

経緯の糸の組合せで無限に広がる手織りの世界。「自然からの“いただきもの”で自分の“好き”を織り出すのは
ほっこり幸せな時間」と松澤さん。カシミア、ヤク、ウール、草木染めの絹、綿など天然素材で、平織りが主な
手織り作品がいろいろ。今回はご主人作の手彫り、木工小物もあって、ギャラリー空間は賑やかです。

うつわとあかり　たかのしず絵 陶展　12/7(木)～11(月) 10時~6時 最終日5時半

普段使いとクリスマスを意識した器を作りました。今回のトピックは、光が透ける磁土を使って作った、今までと
違うシンプルな灯り。その制作中にインスパイアされて、新作の器も。一珍で模様をつけ、掛ける釉薬によって
表情が変わるので、どうぞお手に取ってご覧ください。毎回好評の来年の干支、龍もあります。

あとり絵　三人展 伊澤奈津子・岩本幸裕・高橋優衣
11/23(木・祝)～28(火)
10時~7時　最終日5時

美しい色のハーモニーを大切に、油彩作品を中心に発表を続ける画家、伊澤さん。多くの生徒さんの中から、
アーティストとしてスタートを切ろうとしているお二人に声をかけ実現した三人展です。岩本さんのナイーヴで
プリミティブな迫力ある作品、高橋さんの力強さとゆるぎない姿勢を感じる多才な作品、どうぞご高覧ください。

展覧会も回を重ねてきました。会場でワイルドシルクの何とも言えない光沢に出会い、纏って身体に優しい
着心地を体感された方も多くいらっしゃることと思います。ジャケット、ベスト、コートドレス、パンツ、スカート、
ショール…定番服も少しずつ進化してゆきます。「着方いろいろに重ね着を楽しんでほしいです」と風見さん。


